






神社訴訟） 2010 年１月 20 日最高裁大法廷判決（平成 19 年
（行ツ）第 260 号財産管理を怠る事実の違法確認請求事件）裁時 1500 号１頁，
裁時 1500 号１頁，判タ 1318 号 57 頁，判時 2070 号 21 頁，判例地方自治 329 号





































である原告Ｘは，かかる行為が政教分離原則に違反するとして，2003 年 12 月
に地方自治法 242 条１項にもとづく監査請求を行ったが，2004年２月には，請
求は理由がないとの監査結果通知を受けた。そこで，Ｘらは，同年３月に改め

























































































69 号同 52 年７月 13 日大法廷判決・民集 31巻４号 533 頁，最高裁平成４年（行










































































神社訴訟） 2010 年１月 20 日最高裁大法廷判決（平成 19 年（行
ツ）第 334号財産管理を怠る事実の違法確認請求事件）裁時 1500 号 12 頁，判
タ 1318 号 80 頁，判時 2070 号 41 頁，判例地方自治 329 号 39 頁，ジュリスト


















































あたるかについて箕面忠魂碑･慰霊祭事件判決（最三判 1993 年２月 16 日民集
47巻３号 1687 頁）が示した判断基準を適用し，Ｘの請求を棄却した。




























年（行ツ）第 69 号同 52 年７月 13 日大法廷判決・民集 31巻４号 533 頁，最高
裁平成４年（行ツ）第 156 号同９年４月２日大法廷判決・民集 51巻４号 1673
頁等参照）。」






























































































































































































































































































































































































































































とが違憲とされた事例」法学セミナー 634号 109 頁（2007 年）。林 知更「市有地上




れい最前線〕」判例地方自治 327 号３頁（2010 年）。井田洋子「神社の敷地となって
いる市有地の無償貸与が違憲とされ	，同譲与が合憲とされた事件
」速報判例解
説（TKCローライブラリー）憲法 No. 31 p. 1（2010 年）。
雑誌特集として，『砂川政教分離訴訟最高裁大法廷判決』を組んだジュリスト





離訴訟を素材として」愛知大学法学部法経論集 185 号（2010 年）１頁。
解説等として，小泉良幸「政治と宗教との『かかわり合い』――砂川市市有地無償
貸与違憲判決（最大判平成 22 年１月 20 日）に即して」法律時報 82巻４号１頁（2010
年）。林 知更「空知太神社事件最高裁違憲判決が意味するもの」世界 2010 年４月号
25 頁。なお，水島朝穂「政教分離原則が問われるとき」（2010 年２月８日付同氏 HP）。
研究会報告として，本件訴訟原告側の中心的な弁護人である中島光孝弁護士の「砂



























⑾ 安西・注⑴論文 62-63 頁。














⒂ 拙稿「即位の礼・大嘗祭の憲法適合性――東京地裁 1999 年３月 24日判決につい
ての意見」南山大学アカデミア人文・社会科学編 85 頁，とくに 98 頁以下。
（2010 年９月 25 日 脱稿）
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